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研究成果の概要（和文）：

2010 年度入学生に対してフレッシュマンキャンプ前、後、6 か月後、2 年後と調査をおこな

った。主な結果としては、大学適応の主要な要素ととらえた Social Provision（社会的被支援）

がキャンプを通して獲得され、それが半年後、2 年後にも維持されていた。また、半年後では

SP が主要な大学適応の要素であることが確認されたが、2 年後では SP 以外にも成績や健康な

ど他にもさまざまな要素が大学適応にとっては重要となっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：

Development of social provision through outdoor orientation program was measured for

students who entered a college in 2010 before and after the program, 6 months and 2 years

later. The SP was gained through the program and it was maintained at 6 month and 2

years later. It was the major indication of school adjustment at 6 month, but 2 years later,

more indications became more important for example academic achievement and health.
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１．研究開始当初の背景

所属機関においては、2003 年度の開学以

来、新入生全員に３つの野外スポーツ実習を

初年次教育として行うという特色的カリキ

ュラムを展開しており、その効果については

教員・学生共に実感している。卒業論文や教
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員による短期的な調査研究は行われている

が、長期的な研究や、実際の大学適応との関

連については研究が行われていない。よって、

今後のより効果的な展開を目指すうえでの

研究の必要性を感じ、研究実施に至った。

２．研究の目的

初年次教育としてのフレッシュマンキャ

ンプの効果として Social Provision (SP)（社

会的被支援）の変化を長期的に調査し、さら

に SP やその他関連すると思われる要因（成

績や、友人関係、個人の目標や県境状態など）

と大学適応との関連性を明らかにすること。

結果については、より効果的な初年次教育プ

ログラムの実施や他カリキュラムとの連携

の検討、さらにＳＰや野外教育に関する理論

構築の一助となることを期待している。

３．研究の方法

2007 年度に開始した本研究の予備調査結

果をもとに、準実験デザインを用い（ウエイ

ティングコントロール）、フレッシュマンキ

ャンプの前後、6 か月後、2 年後と 2 か年計

画で調査を行った。フレッシュマンキャンプ

は本学学生全員受講することから、通常の実

験デザインを用いることができず、期間をず

らして行われる２つのグループを比較検討

することとした。

また、ＳＰの変化だけでなく、半年後と 2

年後においては、大学適応との関連性を調査

し、その関係については、他の要因と比較を

行った。

調査実施に先駆け、先行研究や予備調査の

結果を参考に日本語版ＳＰ尺度を作成し、検

討を重ねた。更なる検討の必要性も感じられ

たため、他大学にてのデータ収集も行い、尺

度の妥当性・信頼性の検討、確立を図った。

４．研究成果

大学適応へ有効であると思われる Social

Provision（社会的被支援）をフレッシュマ

ンキャンプ前後、半年後、2 年後と変化を追

った（図１）。

フレッシュマンキャンプは新入生全員を

対象としているため、後半で行うグループを

統制群とし、準実験法の一つである waiting

list control 法を用いた。グループ Aがキャ

ンプ後にグループ Bより有意に高く、またそ

の向上が半年後、2年後にも維持されていた。

フレッシュマンキャンプによる SP の向上、

またその長期的な維持が明らかとなった。

図１．ＳＰの変化

次に、大学適応(SA)の４つの因子（意心地

の良さ因子、課題や目的の明確さ因子、被信

頼因子、劣等感の無さの因子）を従属変数と

し、ＳＰや成績、友人関係における悩み、夢

や目的の明確さ、健康状態が要因としてどの

ようにかかわっているか、重回帰分析を行っ

た。

半年後においては、大学適応にとって SP

が最も重要な要因であることがわかったが、

2 年後については、有意な正の相関はみられ

るものの、他の要因、成績や健康などがより

重要な要因であることが明らかになった。SP

は 2年後においても大学適応にとって重要で

はあるが、より多くの要因の重要性が高まる

*

*

**



ことが明らかとなった（表１，２）。

初年次教育自体の効果は証明されたが、よ

りその効果を大学適応へ活かすためには、初

年次教育に留まらず、2 年目以降に勉強や健

康面でのサポートや、さらなる友人関係構築

機会の提供、キャリアデザイン教育などの必

要性が示唆された。

表 1．重回帰分析結果（半年後）

表２．重回帰分析結果（2年後）

尺度の信頼性・妥当性の検討、確立につい

ては、他大学でのデータを集計終了したが、

分析途中である。海外の尺度の翻訳であった

ため、文化的背景などへの配慮の必要性も感

じられ、汎用を目指すための更なる検討が必

要である。11 月にアメリカの国際学会にて発

表する時までに、尺度構成についてより分析

を進め、発表に取り込む予定である。

さらに、今後の予定として、2012 年度入学

生に対しては修正を加えたＳＰ尺度を用い

ており、修正前のデータとの比較、また２年

後データの収集を行う予定である。そして、

実際に大学適応に重要と思われるＳＰにつ

いては、インタビューなどの質的アプローチ

も取り入れながら、詳細を明らかにするとと

もに、初年次教育カリキュラムに対する提言

も行っていきたい。本研究結果の理論的そし

て実践的活用を図っていきたい。
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